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そ
し
て
、生
活
環
境
を
良
く
し
、教
育

施
設
を
増
や
し
、警
備
体
制（
警
察
・
消

防
な
ど
）、衛
生
環
境（
病
院
・
焼
却
場
な

ど
）を
整
え
、住
宅
都
市
芦
屋
の
形
成
と

生
活
の
場
と
し
て
の
整
備
が
、次
々
と

進
め
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

二
枚
の
写
真
は
、山
手
小
学
校
の
屋
上

か
ら
撮
っ
た
も
の
で
す
。

　

左
下
の
写
真
は『
芦
屋
名
勝
』と
題
さ

れ
た
絵
は
が
き
の
一
枚
で
す
。こ
の
山

手
小
学
校（
旧
山
手
尋
常
小
学
校
）は
、

昭
和
八
年
十
二
月
に
創
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
写
真
が
撮
ら
れ
た
こ
ろ
、芦
屋

市
は
精
道
村
と
呼
ば
れ
、人
口
約
三
万

人
を
数
え
ま
し
た
。
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昭
和
三
十
二
年
に
は
快
速
電
車
の

停
車
駅
と
な
り
、
ま
す
ま
す
乗
降
客
が

増
え
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
玄
関
口
で

あ
る
国
鉄
芦
屋
駅
前
の
タ
ー
ミ
ナ
ル

整
備
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
阪
・
神
戸
間
に
鉄
道
が
開
通
し
た

の
が
、
明
治
七
年
の
こ
と
で
し
た
。
そ

の
こ
ろ
芦
屋
に
は
駅
は
な
く
、
電
車
に

乗
る
に
は
住
吉
駅
ま
で
歩
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

大
正
二
年
に
東
海
道
線
芦
屋
駅
が

開
設
さ
れ
、
多
く
の
人
が
利
用
し
ま
し

た
。
大
正
十
一
年
に
は
駅
も
拡
張
さ

れ
、
現
在
の
場
所
に
移
り
ま
し
た
。
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む
か
し
の
人
た
ち
の
努
力
に
よ
っ
て
、

海
と
山
に
挟
ま
れ
た
豊
か
な
町
、
芦
屋

が
作
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
の
ど
か
な
農

村
で
あ
っ
た
精
道
村
は
、
百
年
の
間
に

別
荘
地
か
ら
郊
外
住
宅
地
、
住
宅
都
市

芦
屋
へ
と
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　

左
の
図
は
、
昭
和
二
十
四
年
の
芦
屋

市
政
要
覧
に
載
っ
た
観
光
計
画
図
で
す
。

東
海
道
線
芦
屋
駅
の
南
側
か
ら
放
射
状

に
町
が
作
ら
れ
、
公
共
機
関
が
置
か
れ
、

周
辺
に
環
境
施
設
・
娯
楽
施
設
な
ど
が

整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

芦
屋
の
浜
で
は
、
水
族
館
・
潮
湯
・

プ
ー
ル
・
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
・
ヨ
ッ
ト
ハ
ー

  
写写写写写写写写写写
真真真真真真真真真真
でででででででででで
見見見見見見見見見見

写
真
で
見
るるるるるるるるるるる

        
芦芦芦芦芦芦芦芦芦芦芦芦芦芦芦芦芦芦芦芦芦
屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋
今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今
むむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむ
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ししししししししししししししししししししし

芦
屋
今
む
か
し

�
あ
し
や
子
ど
も
風
土
記
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バ
ー
な
ど
が
、
す
で
に
見
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
城
山
と
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
を

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
で
結
ぶ
計
画
な
ど
も
見

ら
れ
、
壮
大
な
ま
ち
づ
く
り
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。
そ
の
後
、昭
和
二
十
六
年
に

「
芦
屋
国

際
文
化
住

宅
都
市
建

設
法
」
が

公
布
さ
れ
、

ま
ち
づ
く

り
は
本
格

化
し
て
い

き
ま
す
。

　

芦
屋
の
今
と
昔
を
写
真
か
ら
見
る

こ
と
に
よ
っ
て
、ど
の
よ
う
に
し
て
芦

屋
の
町
が
変
わ
っ
て
き
た
の
か
、こ
れ

か
ら
、い
か
に
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

が
必
要
な
の
か
を
探
る
手
掛
り
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
四
十
五
年
に
三
階
建
て
の
芦
屋

駅
が
完
成
し
、
地
下
通
路
は
廃
止
さ
れ
、

陸
橋
か
ら
の
乗
り
降
り
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。
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※第２集「歴史さんぽ」・第３集「植物
のかんさつ」・第４集「小さな生きもの
たち」・第５集「文学さんぽ」と第９集
「写真で見る芦屋今むかし２」は各400
円。第６集「芦屋の地名をさぐる」・第
７集「写真で見る芦屋今むかし１」・第
８集「描かれた芦屋の風景」は各500円。
※第１集「伝記・物語」は完売しました。
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